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1.はじめに  
ソフトウェア開発におけるテスト手法の一つと
して，受け入れテストがある．受け入れテストと
は，顧客が期待する内容をシステムが実装してい
る事を，顧客が主体となって確認する作業である．
一方，テストの終了判定に用いられるのがテスト
網羅性である．テスト網羅性とは，あるテストを
行なったときの，テストすべき項目数に対する実
際にテストされた項目数の割合である． 
ユースケースを用いた受け入れテストの従来手
法は，ユースケースの実行フローの識別を人手で
行い，テストシナリオを作成している．人手で識
別するため，特に，ユースケース間の関係が複雑な
とき，識別に誤りが発生するおそれがある．また，
ユースケースを用いた受け入れテストの網羅性に
ついて，分岐を考慮した定義がない．分岐にバグが
存在する可能性があるため，既存の UC の網羅性
の定義では，受け入れテストに不向きである． 
本稿では，ユースケースを用いた，受け入れテ
ストのテスト網羅性を，分岐を考慮して定義する．
同定義のもとで，ユースケース記述とドメインモ
デルとテスト網羅性を入力して，Framework for 
Integrated Test(FIT) [1]形式による受け入れテス
ト環境を自動生成する手法を提案する．提案手法
により，ユースケースから識別したシナリオを用
いた，受け入れテストの終了判定の属人性を排除で
きる．また，受け入れテストの対象となるテストシ
ナリオを網羅的に作成するため，受け入れテスト
の信頼性の向上が期待できる． 
2.受け入れテストとユースケース  
ユースケースとは，アクターと呼ばれる，ユーザ
や外部システムから見たシステムの外部機能を表
現したものである．ユースケース間の関係(包含・
汎化・拡張)を用いることで，ユースケース記述の
再利用が可能となり，既存のユースケースを変更
せずに動作を追加できる．包含とは別のユースケ
ースの処理を含むことであり，汎化とはユースケ
ース間の「is-a 関係」(~の一種である)であり，拡
張とは別のユースケースに処理を追加することで
ある．これらを用いると，ユースケースの再利用性
が向上するが，実行フローが複雑になる． 
ユースケースは機能要求を表すので，しばしば，
受け入れテストに用いられる．自動受け入れテスト
フレームワークに FIT がある．FIT の特徴は，テ
ストシナリオをHTML形式で記述することである．
図 1 は FIT 形式のテストシナリオの例である．1
行目はフィクスチャ名(FIT によるテスト実行プロ
グラム)を，2 行目はテスト項目名，3 行目以降は
テストシナリオを表す．3 行目では，userName
に Jack，password に waseda を代入し，valid()
の結果が trueになるかどうか調べている． 
従来のユースケースを用いた受け入れテストは，
ユースケースの実行フローの識別を人手で行い，
テストシナリオを作成している[2]．よって，特に，
ユースケース間の関係が複雑な時，ユースケースの
実行フローの識別に，誤りが発生するおそれがある．
また，従来のユースケースを用いた受け入れテスト
には，分岐を考慮した網羅性の定義がなく，受け入
れテスト時には不向きであった． 
3.網羅性に基づく受け入れテスト環境の作成  
ユースケースを用いた受け入れテストの網羅性に
ついて，図 2 のように定義する．図 3 のユースケ
ースの実行フローのグラフを例にして算出例を示
す．実際にテストされた分岐が{c2}とすると，分岐
網羅率 C’1は以下のようになる． 
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また，ユースケースの実行フローを自動識別し， 
FIT 形式のテストシナリオの雛形を自動生成する
システムを作成した．図 4にその概要を示す． 
ドメインモデルとユースケース記述と，先に定義
した網羅性の選択の 3 つを，テスト環境生成シス
テムに入力し，選択された網羅性を満たす，テス
トシナリオとフィクスチャの雛形を生成する．そ
の後，顧客はテストシナリオを，テスト担当者は
フィクスチャを詳細化する．開発の完了後，詳細
化されたテストシナリオとフィクスチャを用いて，
FITによる自動受け入れテストを行う． 
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図 1 FIT形式のテストシナリオ例 
文献[3]内にある，図 5 のユースケースの実行フロー
の識別の誤りの数を，人手による手動識別と提案シス
テムによる自動識別との 2 種類において比較実験した．
結果を表１に示す．手動識別において，各人，1,2
程度の誤りがある一方，自動識別においては誤りの
数は 0 であった．その原因は，ユースケース間の
関係による実行フローの変化を誤っていた． 
この実験により，手動識別では誤りが発生する可
能性があることを確認した．提案手法では，自動識
別のため，実行フローの識別の誤りを排除できる． 
5.関連研究  
Peter Zielczynski は，「ユースケースからテス
トケースへの追跡可能性」を提案した[2]．文献[2]
では， ユースケースの実行フローのグラフを作成
し，そのグラフからテストシナリオを作成する．こ
の一連の作業を人手で行なう．しかし，人手で実行
フローを識別するため，誤りが発生するおそれがあ
る．提案手法は実行フローを自動識別 するので，
実行フローの識別の誤りをなくすことができる． 
Stephaneらは，テキスト形式のユースケースを
元にしたシステムレベルのテストシナリオ生成に
ついて述べた[3]．Stephaneらの手法は，ユースケ
ースからシステム全体の機能をテストするテスト
シナリオを生成し，ユースケースを早期に検証する
手法である．Stephaneらの手法にて，ユースケー
スの網羅性を定義しているが，分岐を考慮した網羅
性はなく，実践的ではない．一方，提案手法は，分
岐を考慮した網羅性を定義している．また，ユース
ケースの検証を目的としているため，テストは支援
しない．一方，提案手法は，雛形ではあるが，テス
トシナリオとフィクスチャを網羅的に生成するこ
とで受け入れテストを支援する． 
6.おわりに  
 本研究では，ユースケースから識別したテスト
シナリオを用いた受け入れテストに関し，分岐を考
慮した網羅性を定義した．また，ユースケースと
ドメインモデルと定義した網羅性の選択の 3 つを
入力して，FIT を用いた受け入れテスト環境を自
動生成する手法を提案した．本稿により，受け入
れテストの網羅性について実践的な基準ができ，
テスト終了判定に属人性を排除でき，実行フローの
自動識別により，テストシナリオの網羅性が向上
し，受け入れテストの信頼性向上が見込める． 
 今後の課題として，テストシナリオ詳細化の支
援，Java以外の言語の対応があげられる． 
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 図3  ユースケース実行グラフ例 
 図4 提案システムの概要例 
